平成１５年度　第２回　総合種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計10点)
　(1)　デジタル式PBXが有するサービス機能について述べた次の二つの記述は、（　ア　）。　(2点)
　　A　あらかじめ設定しておいたグループ内のある内線番号に着信があった場合に、グループ内の他の内線から、特殊番号のダイヤル等所定の操作をすることにより応答できる機能は、コールピックアップといわれる。

　　B　外線からの着信呼を他の内線に転送したい場合に相手が不在のとき、構内放送により呼び出した後、応答した内線へ外線からの着信呼を転送する機能は、内線リセットコールといわれる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(2)　図は、デジタル式PBXの内線回路を示したものである。図中のWは（　イ　）であり、Xは（　ウ　）を表す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点×2=4点)
	　①　平衡－不平衡変換回路　　　②　変調器　　　　　　　　③　符号器

④　ループ電流監視回路　　　　⑤　リングトリップ回路　　⑥　過電圧保護回路

　⑦　ハイインピーダンス回路　　⑧　通話電流供給回路　　　⑨　復号器

⑩　復調器
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　(3)　デジタル式PBXの時間スイッチにおける（　エ　）は、入ハイウェイ上の各タイムスロットの音声等の信号を記憶する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　書き込み制御メモリ　　 ②　トランクメモリ　　 ③　通話メモリ　　 ④　監視メモリ　　

⑤　順番読み出しカウンタ回路


　(4)　 大容量デジタル式PBXにおける制御方式について述べた次の二つの記述は、（　ア　）。(2点)
　　A　複数の処理装置で機能別に処理を分担する方式は、機能分散制御方式といわれる。

　　B　一台の処理装置でずべての交換処理を行う方式は、負荷分散制御方式といわれる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計10点)
　(1)　図は、電子式ボタン電話装置の一般的な停電検出回路を示したものである。図において、通電状態から停電状態になると、定電圧ダイオード（ZD）が導通を続けているときの放電時定数（（　ア　））の通過後に、トランジスタ（Tr）を非導通としてCPUへ停電検出信号を送出する。　　　　(2点)
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　(2)　中、大規模の電子式ボタン電話装置では、制御ソフトウェアを回線制御、電話機制御など、幾つかの機能別に分割し、それぞれの専用のプロセッサに制御させる機能分散形マルチプロセッサ方式が主流になっている。この方式は、制御ソフトウェアをプロセッサ単位に分割して製造できることや、（　イ　）の制御を容易にするなどの利点がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　走　査　　②　ダイヤル送出　　③　同時複数動作　　④　端　末　　⑤　監　視


　(3)　ボタン電話装置のサービス機能のうち、内線呼出しの場合、相手が話中のとき、発呼者が呼出状態のまま待機していれば、相手が終話してオンフックした時点で、自動的に呼び出す機能は、（　ウ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　キャンプオン　　　②　アッドオン　　③　コールバック

　④　内線自動応答　　　⑤　一斉呼出

	


　(4)　アナログ伝送路に接続するデジタル式ボタン電話装置の外線対応部には、外線からのアナログ信号をデジタル信号に変換するための（　エ　）が必要である。　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　符号器　　②　光分波器　　③　復号器　④　変調器


　(5)　電子式ボタン電話装置の機能について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　(2点)
　　A　電子式ボタン電話装置のサービス機能のうち、電話機の内部スピーカや外部スピーカにより、音声で構内呼出ができる機能は、ページングといわれる。

　　B　電子式ボタン電話装置では、一般に、保留音等の音源の通話路への接続は、通話路制御機能により行われている。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　　(小計10点)
　(1)　出回線数が20回線の交換線群に15アーランの呼量が加わったとき、呼損率を0.04とすえば、回線の平均使用率は、（　ア　）パーセントである。　　　　　　　　　　　　　　　　　 (2点)
	　①　12　　②　19　　③　34　　④　72　　⑤　78


　(2)　ある回線群において、ある時間帯1時間中に運ばれた呼数をN、平均回線保留時間をｈ分とすれば、この回線群で運ばれた呼量は、（　イ　）アーランとなる。　　　　　　　　　　　　　 (2点)
	　①　N×ｈ　　　　②　N×ｈ÷3,600　　③　60×N÷ｈ

　④　N×ｈ÷60　　⑤　N÷ｈ


　(3)　ある回線群において、使用中の回線数を2分ごとに6回測定したところ、表に示す結果が得られ、平均回線保留時間は2分であった。この回線群の測定器時間における呼量が11.5アーランであるとき、4回目における使用中の回線数は、（　ウ　）である。　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　11　　②　12　　③　13　　④　14　　⑤　15


	測　定　回　数
	１回目
	２回目
	３回目
	４回目
	５回目
	6回目

	使用中の回線数
	16
	13
	10
	（　ウ　）
	11
	7


　(4)　一つの呼の接続が完了するためには、幾つもの交換機で出線選択を繰り返す場合が多い。生起呼がどこかの交換機で出線全話中に遭遇する確率、すなわち、総合呼損率は、各交換機の出線選択時の呼損率が十分小さければ、ほぼ各交換機の呼損率の（　エ　）に等しい。　　　　　　　(2点)
	　①　和　　②　積　　③　平均値　　④　最大値　　⑤　最小値


　(5)　即時式完全線群において、呼損率が同じときは、出回線数が小さくなるに従って出回能率は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　低くなる　　②　変わらない　　③　高くなる


第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　　(小計10点)
　(1)　デジタル式電話交換機の加入者回路にあるBORSCHT機能には、通話電流の供給、ループ監視、2線／4線変換、（　ア　）等の各機能がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (2点)
	　①　加入者線試験引込み　　②　AC／DC変換　　③　発信音送出

　④　話中音送出　　　　　　⑤　PB信号受信


　(2)　デジタル式電話交換機の空間スイッチでは、入ハイウェイと出ハイウェイとの間に（　イ　）を配列し、この（　イ　）を高速で開閉することにより、多重化したまま、タイムスロット単位でハイウェイ間の交換接続を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (2点)
	　①　加入者線信号装置　　②　トランク走査回路　　③　時分割ゲート

　④　加入者線走査回路　　⑤　時間スイッチ


　(3)　デジタル式電話交換機のハードウェアの構成は、機能面から（　ウ　）系、信号処理系、制御系及び保守運用系からなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (2点)
	　①　走　査　　②　通話路　　③　接　続　　④　監　視　　⑤　共通線


　(4)　通信用電源装置のうち、（　エ　）は、直流電力を交流電力に変換する装置である。　　 (2点)
	　①　変調器　　②　コンバータ　　③　整流装置　　④　インバータ　　⑤　変成器


　(5)　シール鉛蓄電池は、充電中に陽極から発生する（　オ　）を陰極で吸収させる陰極吸収の原理を採用した蓄電池である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　亜硫酸ガス　　②　水　素　　③　硫化水素　　④　酸　素　　⑤　塩　素


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計10点)
　(1)　PBXの工事試験のうち、（　ア　）試験は、外線からの電話に自動音声で応答すること、及び利用者がガイダンスどおりに接続先や情報案内などを選択し、プッシュボタンを操作することにより、所定の動作を実施することを確認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　CRM　　②　CTI　　③　ACD　　④　IVR　　⑤　ACT


　(2)　ITU－T勧告V.24に規定されるデータ回線終端装置（DCE）とデータ端末装置（DTE）間の100シリーズ相互接続回路において、送信側のデータ回線終端装置がデータセットレディ（回路107）をOFF状態で（　イ　）をONにしたとき、データ端末装置は、送信データ（回路103）を通して、シリアル自動起呼DCEに対してプログラミング又は制御に関するデータ信号を転送することが許される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　受信データ（回路104）

　②　送信要求（回路105）

　③　送信可（回路106）

　④　バックワードチャネル送信データ（回路118）

　⑤　バックワードチャネル送信要求（回路120）


　(3)　アンダーカーペット配線方式において、ケーブルをタイルカーペットの床面から立ち上げる場合に使用する床面との固定に用いる材料はフロアクリップといわれ、また、床面から立ち上げたケーブルを保護する材料は、（　ウ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　ターミナルフィクサ　　②　プロテクタサポート　　③　ケーブルパス

④　フロアプロテクタ　　　⑤　ケーブルサポート


　(4)　屋内線等の通信線から端末に侵入し、雑音の原因となる雷サージ電圧には、通信線間に誘起されるものと、通信線と大地間に誘起されるものがある。通信線間に誘起されるものは、（　エ　）電圧といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　縦サージ　　②　横サージ　　③　電力波　　④　誘導波　　⑤　磁力波


　(5)　保安装置は、その接地抵抗が高いと避雷器の放電が開始されても、十分な放電電流が流れない場合があり、また、端末装置側の（　オ　）が低くならないなど、機能しない場合がある。　　(2点)
	　①　対地電圧　　②　動作電圧　　　③　特性インピーダンス

④　絶縁抵抗　　⑤　ループ抵抗


第6問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　　(小計10点)
　(1)　ベースバンド伝送方式において、“1”をパルス有り、“0”をパルス無しで表現し、“1”のパルス有りの極性を交互に（＋）と（－）に変換させて送出する伝送路符号形式は、（　ア　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (2点)
	　①　単流RZ　　②　複流NRZ　　③　複流RZ　　④　単流NRZ　　⑤　AMI


　(2)　公衆データパケット交換網内のある区間で回線故障が発生したとき、その区間にうかい回線があれば通信の継続が可能である。この機能は、OSI参照モデルでは、（　イ　）層の機能といわれる。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　物　理　　　　　　②　データリンク　　③　ネットワーク

④　トランスポート　　⑤　セション


　(3)　コネクション型通信に関する次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　(2点)
　　A　データパケットがあて先端末に到達したかどうかの確認を行っていないので伝送パケットの喪失や受信パケットに誤りが発生することもある。

　　B　ネットワーク上のふくそうを緩和するための手段としてフロー制御を行っている。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(4)　ポーリング／セレクティング方式は、一つの制御局と複数の従属局がマルチポイント構成で接続される回線で用いられることが多く、データ伝送において従属局は制御局から（　エ　）されたときのみ制御局からのデータを受信することができる。　　　　　　　　　　　　　　　 (2点)
	　①　ポーリング　　②　セレクティング　　③　コールバック　　④　ルーチング

　⑤　ACK　　　　　⑥　コールピックアップ


　(5)　データ伝送において伝送路上で発生するビット誤りには、1ビットの誤りが時間的にランダムに発生するランダム誤りと、連続して発生する（　オ　）があり、連続したNビットの誤りは、長さNの（　オ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　フレーム同期外れ　　②　バイポーラ誤り　　③　バースト誤り

　④　パリティ誤り　　　　⑤　調歩ひずみ


第7問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計10点)
(1)　パケット交換方式では、1本の物理的な回線に仮想的な複数の回線設定が可能であり、この機能は、（　ア　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　マルチタスク　　②　タイムシェアリング　　③　ルーチング

　④　パケット多重　　⑤　マルチリンク


　(2)　パケット形態端末相互間のVCの通信におけて、通信を終了させたいときは、発着信どちらかの端末がパケット交換網に（　イ　）パケットを送出する。　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　CA　　②　CR　　③　CF　　④　CQ　⑤　CC


(3)　ISDN一次群速度ユーザ・網インタフェースの物理的な1回線の特徴を表したものは、（　ウ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (2点)
	1 16キロビット／秒のDチャネルを信号チャネルとして使用できる。

　②　最大2回線の電話回線として利用できる。

　③　最大8台までの端末を接続できる。

　④　DSUとPABXの接続には、光ファイバ以外の通信用ケーブルは使用できない。

　⑤　384キロビット／秒の伝送速度の回線交換方式が利用できる。


　(4)　公衆データパケット交換方式で、仮想的な回線を端末間に固定的に設定するPVCでは、（　エ　）のための手順を考慮する必要がない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　フロー制御及びリセット　　②　REJコマンド　　③　リスタート

④　データ転送及び割り込み　　⑤　呼設定及び解放


　(5)　インターネットで使用されるTCP／IPについて、OSI参照モデル上の対応する層に当てはめるとすると、TCPとIPはそれぞれ（　オ　）に相当する。　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　第2層と第1層　　②　第3層と第2層　　③　第4層と第3層

④　第5層と第4層　　⑤　第6層と第5層


第8問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(小計10点)
　(1)　HDLC手順に関する次の二つの記述は（　ア　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
A　すべての手順クラス（不平衡及び平衡の手順クラス）において、フレームのアドレス部には、コマンドにあっては、あて先局のアドレス、レスポンスにあっては送信元のアドレスが設定される。

　　B　平衡手順クラスは、ポイント・ツー・マルチポイント構成において動作する。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(2)　フレームリレー交換網ではトラヒックがふくそうすると、データの伝送に遅延が生じ、更にふくそう状態が増してくるとフレームの（　イ　）が行われることがある。この状態は、端末から送信されるフレームがある一定値まで減少してくると解消される。　　　　　　　　　　　　　 (2点)
	　①　再　送　　②　多　重　　③　廃　棄　　④　蓄　積　　⑤　圧　縮


　(3) 　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおける確認形情報転送手順では、送信端末は、複数フレームが通信相手に送達されることを未確認でも、ある一定のフレーム数を送信することができる。この場合、送信端末は、送達未確認フレーム数が（　ウ　）になると、次のフレームを送信することは不可能となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　8　　②　16　　③　32　　④　64　　⑤　128


　(4)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ2のフレームに関する次の記述のうち誤っているものは、（　エ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　すべてのフレームは“01111110”からなるフラグシーケンスで始まり、それで終了する。したがって、他のフィールドでは、“1”が連続して6以上続くことはない。

　②　任意のビット列の情報を透過的に伝送することができる。

　③　フレームは、制御フィールドの内容から情報転送、監視、非番号制の3種類に分類できる。

　④　FCSは、フラグシーケンスを除くフィールドの誤りを検出している。

　⑤　Dチャネル上の複数のデータリンクは、制御フィールドの内容で識別される。


　(5)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおいて、Bチャネルでは伝送できない信号に（　オ　）がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　パケット交換のユーザ情報　　②　パケット交換の制御信号

③　回線交換のユーザ情報　　　　④　回線交換の制御信号

⑤　パケット交換のユーザ情報及びその制御信号


第9問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　  　(小計10点)
　(1)　図は、パケット形態端末とHDLC手順を使用する非パケット形態端末との間のVCにおいて、パケット形態端末からの呼の設定シーケンスを示したものである。図中のXは（　ア　）を、Yは（　イ　）を表す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (2点)
	　①　CAパケット　　　　　②　SARMコマンド　　③　CQパケット

　④　CCパケット　　　　　⑤　DMレスポンス　　 ⑥　UAコマンド

　⑦　CN（IC）パケット　　⑧　DISCレスポンス
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　(2)　ISDNのDチャネルを用いたISDN端末相互間でパケット通信を行う場合、一般に、パケット通信のプロトコルとして、レイヤ2では（　ウ　）を、レイヤ3ではX.25手順を利用する (2点)
	　①　X.2　　②　X.20　　③　X.75　　④　LAPB　　⑤　LAPD


　(3)　標準無手順端末が公衆データパケット交換網にアクセスする場合、標準無手順端末からのVCの設定要求は、選択PAD（　エ　）信号により行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　パラメータ　　②　コマンド　　③　レスポンス　　④　メッセージ　　⑤　サービス


　(4)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ3のメッセージの一般的な構成は、共通部として（　オ　）、呼番号、メッセージ種別等があり、これらに続く個別部として情報要素がある。なお、共通部はレイヤ3のすべてのメッセージに含まれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	①　アドレス・フィールド　　②　TEI　　　③　フレーム識別子

④　プロトコル識別子　　　　⑤　SAPI


第10問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計10点)
　(1)　ITU－T勧告V.24(JIS　X　5101)で規定されているデータ回線終端装置とデータ端末装置間の100シリーズ相互接続回路には、送信データ（SD）、受信データ（RD）、送信要求（RS）、送信可（CS）、データセットレディ（DR）、データ端末レディ（ER）等がある。このうち（　ア　）は、DCEからDTEへの信号回路である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　SD、RS、ER　　②　SD、RD、CS、ER　　③　RS、DR、ER

　④　RD、CS、DR　　⑤　SD、CS、DR、ER


　(2)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおいて、NTとTEを接続するユーザ構内の配線は、TEとNTの接続用ジャックのついた一本の連続したケーブルで構成される。ITU－T勧告I.430によると、TEをケーブルに接続するためのジャックは、直接ケーブルに取り付けるか、（　イ　）メートル以内のスタブを介して取り付けるように規定している。　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　1　　②　5　　③　8　　④　10


　(3)　我が国で用いられているISDN一次群速度ユーザ・網インタフェースに関する次の記述のうち、誤っているものは、（　ウ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2点)
	　①　配線形態は、ポイント・ツー・マルチポイント構成のみが規定されている。

　②　網側からDSUまでは光ファイバが用いられ、DSUと端末間は距離が短い場合、メタリックケーブルが用いられている。

　③　通信電力の給電は、基本ユーザ・網インタフェースと同様に網側からも行われている。

　④　物理的なインタフェース速度は、主として1,544キロビット／秒である。

　⑤　1フレームは193ビットで構成されている。


　(4)　ATM（非同期転送モード）に関する次の二つの記述は（　エ　）。　　　　　　　　　　　(2点)
A　ATMが、非同期転送モードといわれるのは、網同期信号に同期することなくセルを一定周期で転送しているからである。

　　B　伝送単位であるセルは、通信経路情報などで構成されるヘッダを持っているため、セルごとに独立して多重化や交換処理を行うくとができる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(5)　イーサネットLANの伝送路規定の一つである10BASE－Tに関する次の二つの記述は（　オ　）。

(2点)
A　使用される伝送路媒体は、カテゴリ3～5の非シールドのより対線が使用されている。

　　B　伝送路の長さにはハブ（リピータハブ）が使用される。ハブには波形を整形する機能があるので使用個数には制限がなく、多段接続することにより伝送路を延長することができる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


解答

第1問（ア）①　（イ）⑥　（ウ）⑧　（エ）③　（オ）①

第2問（ア）②　（イ）③　（ウ）①　（エ）①　（オ）③

第3問（ア）④　（イ）④　（ウ）②　（エ）①　（オ）①

第4問（ア）①　（イ）③　（ウ）②　（エ）④　（オ）④

第5問（ア）④　（イ）③　（ウ）③　（エ）②　（オ）①

第6問（ア）⑤　（イ）③　（ウ）①　（エ）②　（オ）③

第7問（ア）④　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）⑤　（オ）③

第8問（ア）①　（イ）③　（ウ）⑤　（エ）⑤　（オ）④

第9問（ア）④　（イ）②　（ウ）⑤　（エ）②　（オ）④

第10問（ア）④　（イ）①　（ウ）③　（エ）②　（オ）①

_1131074098.unknown

_1131085484.bin

_1131903908.bin

_1132207380.bin

_1131074171.unknown

_1131074042.unknown

_1131074066.unknown

_1131074013.unknown

